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歌
に
詠
ま
れ
た「
耳
無
の
池
」と
は
、奈
良
県

橿
原
市
の
耳
成
山
の
麓
に
か
つ
て
あ
っ
た
池

で
す
。現
在
、南
麓
の
耳
成
山
公
園
内
の
古
池

の
ほ
と
り
に
こ
の
歌
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
が
、古
代
に「
耳
無
の
池
」と
呼
ば
れ
て

い
た
池
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
耳
成
山
は
、香
具
山
・
畝
傍
山
と
と
も
に

大
和
三
山
と
呼
ば
れ
、『
万
葉
歌
』（
巻
一
・

一
三
番
歌
、五
二
番
歌
な
ど
）に
も
詠
ま
れ
て

い
ま
す
。藤
原
京
の
中
心
部
で
あ
る
藤
原
宮

は
、三
山
に
囲
ま
れ
た
地
に
営
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
歌
は
、漢
文
で
書
か
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
と
も
に『
万
葉
集
』に
収
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

昔
、三
人
の
男
性
が
一
人
の
女
性
に
求
婚
し

た
が
、そ
の
女
性
は
、一
人
の
女
の
命
は
露
の

よ
う
に
は
か
な
く
、三
人
の
男
の
気
持
ち
が

和
ら
が
な
い
の
は
石
の
よ
う
だ
、と
嘆
い
て
池

に
身
を
投
げ
て
没
し
た
、そ
の
時
、三
人
の
男

性
た
ち
は
深
い
悲
し
み
に
堪
え
ら
れ
ず
、そ
れ

ぞ
れ
に
思
い
を
述
べ
て
歌
を
作
っ
た
、と
い
う

内
容
で
す
。こ
の
歌
は
、そ
の
三
首
の
短
歌
の

う
ち
の
第
一
首
に
あ
た
り
ま
す
。

　『
万
葉
集
』巻
十
六
に
は
、こ
う
し
た
何
ら
か

の
い
わ
れ
を
持
つ
歌
々
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

巻
頭
に
は
、昔
、桜
児
と
い
う
女
性
を
二
人
の

男
性
が
取
り
合
い
、桜
児
は
木
の
枝
に
首
を

つ
っ
て
し
ま
っ
た
、と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と

も
に
、残
さ
れ
た
二
人
の
男
性
が
詠
ん
だ
歌

が
載
っ
て
い
ま
す（
三
七
八
六
〜
三
七
八
七

番
歌
）。そ
れ
に
続
い
て
今
回
の
歌
が
あ
る
こ

と
か
ら
、複
数
の
男
性
が
一
人
の
女
性
に
求

婚
し
て
争
い
、悲
し
い
結
末
を
迎
え
る
と
い
う

悲
話
が
、古
代
の
人
々
を
惹
き
つ
け
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
同
じ
よ
う
な
悲
恋
の
伝
説
は
摂
津
に
も

あ
り
、田
辺
福
麻
呂（
巻
九・
一
八
〇
一
〜
一
八

〇
三
番
歌
）、高
橋
虫
麻
呂（
同
一
八
〇
九
〜

一
八
一
一
番
歌
）、大
伴
家
持（
巻
十
九・四
二

一
一
〜
四
二
一
二
番
歌
）ら
が
詠
ん
だ
歌
が

残
っ
て
い
ま
す
。

（
万
葉
文
化
館
　
井
上
さ
や
か
）

は
じ
め
て
の

日
本
に
現
存
す
る

最
古
の
和
歌
集
「
万
葉
集
」
を

わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま
す

vol.
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訳

壮
士
　
巻
十
六（
三
七
八
八
番
歌
）

を
と
こ

万
葉
文
化
館 
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か
　
ぐ
　
や
ま

み
み
な
し
や
ま

う
ね  

び  

や
ま

た
な
べ
の
さ
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ま 

ろ

た
か
は
し
の
む
し  

ま   

ろ

◆
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉 

冬

開
催
中
〜
3
月
9
日（
日
）ま
で

2
月
21
日（
金
）〜

3
月
9
日（
日
）ま
で

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で

展
示

ひ
な
ま
つ
り
特
別
展
示

◆
万
葉
集
を
よ
む
無
料

2
月
26
日（
水
）14
時
〜
15
時
30
分

「
夏
の
相
聞（
１
）」（
巻
8・1
4
9
8
〜
1
5
0
6
番
歌
）

阪
口
由
佳（
当
館
主
任
研
究
員
）

﹇
定
員
﹈1
5
0
人（
先
着・申
込
不
要
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴（
定
員
な
し
）は
要
申
込

そ
う
も
ん

◆
万
葉
古
代
学
講
座
　無
料

3
月
1
日（
土
）14
時
〜
15
時
30
分

「
万
葉
歌
と
楽
府
詩
」

井
上
さ
や
か（
当
館
企
画・研
究
係
長
）

﹇
定
員
﹈１
５
０
人（
先
着・申
込
不
要
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴（
定
員
な
し
）は

要
申
込 が　

ふ　

し

3
月
15
日（
土
）〜

※
県
内
在
住
、65
歳
以
上
の
方
は
身
分
証
明
書

を
ご
提
示
で
半
額
。そ
の
他
割
引
制
度
も
あ
る

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
阪
の
鶴
見
緑
地
で
開
催
さ
れ

た「
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
」

（
花
博
）の
際
、日
本
画
家
50
人

が「
花
と
緑
」を
テ
ー
マ
に
作
品

を
描
き
ま
し
た
。本
展
で
は
、佐

藤
美
術
館
が
所
蔵
す
る
関
連

作
品
と
と
も
に
当
館
所
蔵
の

万
葉
日
本
画
を
展
示
し
ま
す
。

後藤純男「古刹麗春」
平成2（1990）年 佐藤美術館蔵

◆
特
別
展 

花
と
緑
に
魅
せ
ら
れ
て

　
ー
佐
藤
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
ー

耳
無
の
池
は
何
と
恨
め
し
い
こ
と
だ
。

わ
が
妻
が
や
っ
て
来
て
身
を
投
げ
た
ら
、

水
は
涸
れ
て
ほ
し
か
っ
た
の
に
。

耳
無
の
　
池
し
恨
め
し
　
吾
妹
子
が 

来
つ
つ
潜
か
ば
　
水
は
涸
れ
な
む

う
ら

わ
ぎ 

も   

こ

き

か
づ

か

耳
無
の
池
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